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難
鰯
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
芸
情
と
惑
殻

第
0
0
回

」
「
l

奈
良
女
子
大
学
の
活
動
報
告閣醒醒固

琵
襲
辛
琵
藻
麗
雑

用
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
横
猿
.

2
0
1
7
年
8
月
1
日
か
ら
関
目
に
か
け
て
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
チ
ッ
ク
ゴ
ン
大
学
か
ら
女
子
大
学

院
生
(
博
士
前
期
諌
程
に
相
当
)
1
0
名
と
教
員
1
名

を
招
へ
い
し
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
に
よ
る

交
流
を
実
施
し
ま
し
た
。
チ
ッ
ク
ゴ
ン
大
学
は
、
歴

史
的
に
永
く
貿
易
で
栄
え
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
最

大
の
港
湾
都
市
で
あ
る
チ
ッ
ク
ゴ
ン
市
郊
外
の
熱
需

林
の
中
に
広
大
な
キ
ャ
ン
バ
ス
を
持
つ
国
立
大
学
で

す
。
本
学
と
は
2
0
1
4
年
度
に
大
学
間
学
術
交
流

協
定
が
鮪
籍
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
交
流
は
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
基
礎
理
学

に
お
け
る
人
材
育
成
な
ら
び
に
学
術
交
流
基
盤
の
構

筑
肇
を
主
題
と
す
る
も
の
で
す
。
招
へ
い
し
た
大
学

院
生
が
所
属
す
る
チ
ッ
ク
ゴ
ン
大
学
森
林
環
境
科
学

研
究
所
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
無
い
ユ
ニ
ー
ク
な
内

谷
を
設
定
し
ま
し
た
。
奈
良
女
子
大
学
側
の
受
け
入
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高岡学長を表敬訪問
れ
親
絆
は
、

数
理
的
手
法

や
計
算
機
を

用
い
た
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
解
析
を
通

じ
た
環
境
科

学
全
般
に
関

す
る
教
育
研

究
を
行
っ
て

は内 す学科命部い
る

理

学

・
化
学
生

藻
塩
学

罫
境
科

弼o…
入てな で

れ
側
の
教
員
に
よ
る
、
非
線
形
力
学
系
と
し
て
の
個

体
群
動
態
の
数
理
に
関
す
る
静
轟
と
計
筑
桜
実
習
、

な
ら
び
に
、
惑
星
大
気
科
学
に
関
す
る
語
義
、
兜
球

稜
生
物
学
に
関
す
る
雑
誌
を
実
施
し
ま
し
た
。
計
算

機
実
習
で
は
、
狸
学
部
環
境
科
学
コ
ー
ス
の
計
算
撰

実
習
室
の
計
貨
磋
端
末
と
参
加
者
が
持
参
し
た
ラ
ッ

プ
ト
ッ
プ
P
C
を
用
い
た
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

解
析
な
ら
び
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
の
可
祝
化

に
取
り
組
み
ま
し
た
さ

日
程
後
半
に
は
、
教
理
モ
デ
リ
ン
グ
に
関
し
て
参

加
者
各
々
が
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
自
分
が
親
み
立
て

た
数
理
モ
デ
ル
の
解
折
詰
果
、
な
ら
び
に
モ
デ
ル
化

に
関
す
る
議
絵
を
含
め
た
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ん
だ
知
鞭
。
籠
縦
を
今
後

の
研
究
に
活
か
す
経
験
を
積
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
狙

い
で
す
。
チ
ッ
ク
ゴ
ン
大
学
森
林
環
境
科
学
研
究
所

で
は
、
主
に
蘇
林
生
態
学
と
幅
広
い
紫
斑
科
学
へ
土

鞍
と
生
物
田
の
相
互
作
用
、
持
続
的
な
森
林
資
源
利

用
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
経
済
学
)
に
関
す
る

幅
広
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
参

加
し
た
大
学
院
生
は
自
分
の
専
攻
に
関
す
る
畠
田
的

知
識
は
右
し
て
い
る
も
の
の
、
分
野
横
断
的
な
数
理

的
手
法
の
応
用
経
験
に
乏
し
い
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の

教
員
間
交
流
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
今
回

は
様
々
な
坦
面
で
応
用
可
能
な
数
理
的
手
法
の
習
得

に
重
点
を
置
い
た
語
韓
と
演
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

㈲
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果

様
々
な
場
面
で
応
用
可
能
な
致
碧
的
車
用
に
曾
吉
川

を
お
い
た
特
別
語
義
・
演
習
吉
奏
施
し
た
こ
と
で
、

森
林
環
境
科
学
研
究
所
に
所
属
す
る
大
学
院
生
に
、

環
境
を
科
学
す
る
新
し
い
視
点
を
提
供
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
-
特
に
、
彼
女
達
が
日
頃
用
い
て
い
る
読
計

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
は
異
な
る
手
法
を
用
い
た
非
線
形
個

体
群
動
態
モ
デ
ル
の
数
値
庸
折
は
と
て
も
斬
新
に
感

じ
ら
れ
た
よ
う
で
、
単
純
な
教
理
モ
デ
ル
か
ら
カ
オ



平成29年10月30目(月曜日)第2468号(鮨三種郵便物認可)3

ス
と
い
っ
た
非
常
に
複
雑
な
挙
動
が
生
じ
ろ
こ
と
を

甜
鍔
機
実
験
を
通
じ
て
実
体
験
で
き
た
こ
と
で
、
重

雄
理
学
の
兼
垂
の
重
要
性
を
奉
加
者
達
に
印
筑
づ
げ

ろ
こ
と
が
団
栗
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

森
林
環
境
科
学
研
究
所
所
属
の
大
学
院
生
に
同
行

し
た
チ
ッ
ク
ゴ
ン
大
学
理
学
部
良
と
は
、
今
後
の
学
術

交
流
に
関
す
る
有
意
義
な
韻
論
を
行
い
、
.
両
大
学
の

持
続
的
な
交
誼
の
基
盤
を
発
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

初
日
と
最
終
日
を
除
く
美
質
8
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
受
け
入
れ
組
織
の
贅
に
よ
る
英
語
に
よ

る
欝
轟
。
計
笹
授
受
習
、
課
題
発
表
と
い
っ
た
学
術

交
流
に
加
え
て
、
奈
良
女
子
大
学
学
生
と
の
交
流
を

通
じ
て
日
本
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
交
流
会
を
複
数

回
、
実
施
し
ま
し
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
学
生
は

皆
英
語
が
塩
鮭
で
、
本
学
学
生
に
と
っ
て
英
語
で
交

流
す
る
と
て
も
利
敵
的
な
良
い
投
合
と
な
り
ま
し
た
。

1
0
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
今
回
参
加

し
た
チ
ッ
ク
ゴ
ン
大
学
大
学
院
生
の
ほ
と
ん
ど
は
、

今
回
の
釆
日
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
外
に
出
る
初
め

て
の
海
外
渡
航
で
あ
り
、
奈
良
に
到
着
し
た
当
初
は

い
ろ
い
ろ
不
安
な
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
奈
良
女
子
大
学
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
彼
女
た
ち
の
奈
良
滞
在

(
食
草
や
買
い
物
な

ど
)
を
支
援
し
た
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
時
に
は

す
っ
か
り
打
ち
解
け
て
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ら
び
に

奈
良
滞
在
を
十
分
有
意
寵
を
も
の
と
し
て
柴
し
な
こ

と
新
出
果
た
と
思
い
ま
す
。

㈲
今
後
の
展
望

今
回
招
へ
い
し
た
大
学
院
生
の
中
に
は
研
究
者
を

目
指
す
学
生
が
少
な
か
ら
ず
お
り
、
今
回
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
経
験
を
活
か
し
て
再
び
日
本
に
戻
っ
て
き
て
、

さ
ら
な
る
勉
学

期
待
で
き
ま
す
。
研
究
に
囲
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
触
鮭
関
連
産

計算襟実習室で最終課題に取り組む割田昔プログラム修了証害を持って記念握彰
黛
を
は
じ
め
と

し
て
目
覚
ま
し

い
経
済
発
展
を

続
け
て
い
ま
す
。

国
の
発
展
に
は

地
味
で
あ
る
も

の
の
於
々
な
場

面
で
応
用
可
能

な
基
磋
理
学
の

寮
轟
が
欠
か
せ

な
い
と
考
、
至
よ

す
。
今
回
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
少

し
で
も
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
発

展
に
貢
献
で
き

た
の
で
は
無
い

か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
寒
帯
が

堪
能
な
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
学

生
を
本
学
に
詔

へ
い
で
き
た
こ

と
は
、
本
学
学

生
に
と
っ
て
も

非
常
に
良
い
刺

激
と
な
り
ま
し

た
。
ま
と
ま
っ

た
政
の
学
生
を

海
外
か
ら
日
本

に
詔
へ
し
、
専

門
的
な
研
修
を

実
施
す
る
「
さ

く
ら
サ
イ
エ
ン

ス
ブ
ラ
ン
草

葉
」
が
今
後
も

是
非
継
続
さ
れ

る
こ
と
を
強
く

望
み
ま
す
。


